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　　　使用済小型家電リサイクル事業について
　　平成２６年１１月４日（火）から，国の実証事業を活用し，使用済小型家電リサイクル事業を開始。

１　柏市の目的と特徴

　①有用金属の資源化を促進⇒従来，鉄類のみ資源化されていた使用済小型家電を回収することで，アルミ・銅・金・銀・パラジウム等有用金属の資源化を促進

　②福祉的就労の場の創出⇒福祉事業所で使用済小型家電を回収・手選別・解体

　③環境教育の推進⇒出前授業や，回収・選別等の実体験を提供

　④鎌ケ谷市域を含む広域処理⇒経費や事業の安定化でメリット

２　事業の概要

　(1) 国の実証事業を活用

　　　使用済小型家電リサイクル制度への参加を促すため，事業を実施するために必要な物品・役務を国から市町村に提供する事業。

　　　柏市は鎌ケ谷市と共に，小型家電リサイクル法に基づく再資源化事業計画の認定事業者である丸源起業株式会社（千葉県山武郡横芝光町）と連携して実証事業への参加を申請し，採択された。

　　　これにより，回収ボックス等の作製費用と広報費用は国から支出される。

　　　なお，実証事業終了後は市の事業として継続することが条件となっている。

　(2) 回収品目

　　　環境省が作成した「使用済小型電子機器等の回収に係るガイドライン」にて挙げる「特定対象品目」１６種のうち，回収ボックスの投入口に入るもの（横30cm×縦15cm）。パソコンは対象外（別に，既存の回収ルートあり）。

　(3) 回収方法

　　　市内公共施設１７箇所（内，旧沼南地域３箇所）に，専用の回収ボックスを設置。各施設の開庁・開館時間内に市民が使用済小型家電を投入。

　　　投入された小型家電は，認定事業者がボックスから直接回収。
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３　周知活動

　(1) 広報かしわ（平成２６年１０月１５日号）の１面にて特集記事を掲載。

　(2) チラシを作成し，新聞折込みにて配布。　

　(3) ポスターを作成し，町会・自治会の掲示板に掲示の他，公共施設や鉄道駅に掲示を依頼。

　(4) その他，柏駅前での横断幕やデジタルサイネージによる周知，市ホームページやツイッターの活用，各種イベントでのチラシ配布やアンケート等を実施。

４　回収実績

　　約２,０４３kg（平成２６年１１月～平成２７年２月まで）

　　（内訳）拠点１７箇所の回収ボックス・平成２６年１１月：６２３kg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２月：５０７kg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２７年　１月：４８０kg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２月：４１６kg

　　　　　　小学校でのモデル回収（２校・各１週間程度) 　：　１５kg

　　　　　　イベント啓発時の臨時回収（環境フェスタ）　　：　　１kg

５　主な課題

　・事業の安定

　・回収量の減少への対応

　・回収ボックスごとの回収量の偏り

６　環境教育との連携

　　小型家電リサイクルを活用した環境教育による，リサイクルの実体験の提供を目指し，小学校２校の協力を得て出前授業と使用済小型家電の臨時回収を実施した。

　(1) 概要

　　　モデル①・松葉第二小学校（４年生１１５名）

　　　　　　　　出前授業：平成２６年１０月２０日（月）

　　　　　　　　回収ボックス設置：１１月４日（火）～１１日（火）

　　　モデル②・高柳小学校（４年生１３７名）

　　　　　　　　出前授業：平成２６年１１月５日（水）

　　　　　　　　回収ボックス設置：１１月２５日（火）～１２月１日（月）

　(2) 回収結果

　　　松葉第二小学校：7.7kg／85個

　

　　　高柳小学校　　：7.2kg／61個
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(内訳)携帯電話類1.9kg，デジタルカメラ類1.3kg，ゲーム機1.6kg，附属品類2.1kg，その他対象品0.7kg，対象外品0.06kg





(内訳)デジタルカメラ類2.5kg，附属品類2.5kg，その他対象品2.1kg，対象外品0.1kg










